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資料１ 企業アンケート調査票 

Ⅰ 貴社の事業概要 

問 1 
創立年、資本金、従業員数、本社所在地、売上状況をご記入ください。 

 ※2014年 11月 25日を基準 

 

（１）創立年（西暦） 年 

（２）資本金 万円 

（３）従業員数（うち非正規従業員） 人（うち非正規従業員     人） 

（４）本社所在地（あてはまるものを１つ選

んで番号に○） 

1 名古屋地区 

2 尾張地区 

3 海部地区 

4 知多地区 

5 西三河地区 

6 豊田地区 

7 東三河地区 

8 新城設楽地区 

（５）過去３年間の売上の状況（あてはまる

ものを１つ選んで番号に○） 
1 増加 2 横ばい 3 減少 

（６）昨年度の営業利益（あてはまるものを

１つ選んで番号に○） 1 黒字 2 赤字 

 

問 2 
業種について、最もウエイトの高いもの（過去 1 年間で最も売上が高いもの）を１つ選ん

で番号に○をつけてください。 

 

1 製造業（自動車関連） 

2 製造業（航空宇宙関連） 

3 製造業（1～2 以外） 

4 建設業 

5 卸売業 

6 小売業 

7 情報通信サービス業 

8 福祉・介護業 

9 飲食サービス業 

10 サービス業（7～9 以外） 

11 その他（               ） 

 

問 3 
問２以外に手がけている業種について、あてはまるものすべて選んで番号に○をつけて

ください。 

 

1 製造業（自動車関連） 

2 製造業（航空宇宙関連） 

3 製造業（1～2 以外） 

4 建設業 

5 卸売業 

6 小売業 

7 情報通信サービス業 

8 福祉・介護業 

9 飲食サービス業 

10 サービス業（7～9 以外） 

11 その他（               ） 

 

問 4 取り扱う主要な製品や事業について、簡単にご記入ください。 

 

主要製品･主要事業 
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Ⅱ 業況、事業展開 

 

問 5 
今期及び来期の設備投資計画について、それぞれあてはまるものすべて選んで番号に

○をつけてください。 

①今期の設備投資実績 

1 生産設備を新設した 

2 生産能力を増強した 

3 店舗等を新設・改装した 

4 設備を更新・補修した 

5 合理化・省力化投資を実施した 

6 その他設備投資を実施した 

7 設備投資はしなかった 

②来期の設備投資の見込み 

1 生産設備を新設する 

2 生産能力を増強する 

3 店舗等を新設・改装する 

4 設備を更新・補修する 

5 合理化・省力化投資を実施する 

6 その他設備投資を実施する 

7 設備投資はしない 

 

問 6 
現在抱えている経営上の問題について、あてはまるものすべて選んで番号に○をつけ

てください。 

 

1 他社との競争激化 

2 需要の低迷、縮小 

3 販売価格の低下 

4 仕入れ価格の上昇 

5 人材の不足 

6 社員の能力向上 

7 資金繰り 

8 設備、施設の老朽化 

 

問 7 
新規事業への取り組みについて、あてはまるものすべて選んで番号に○をつけてくださ

い。 

①過去３年間の新規事業への取り組み実績 

1 実施した 

2 実施しなかった 

②来期の新規事業への取り組み 

1 取り組む予定 

2 取り組まない 

 

問 8 
今後新たな事業展開が考えられる分野について、以下の中からあてはまるものをすべ

て選んで番号に○をつけてください。 

 

1 情報家電 

2 ロボット 

3 コンテンツ 

4 健康（ヘルスケア）･長寿 

5 環境･エネルギー 

6 ビジネス支援サービス 

7 次世代自動車（EV・FCV） 

8 自動車安全技術 

9 高度部品･素材 

10 観光・宿泊 

11 食品 

12 農林水産業 

13 航空宇宙 

14 小売 

15 育児支援サービス 

16 高齢者介護・福祉サービス 

17 インフラ産業 

18 その他（        ） 

 

問 9 
新たな事業を実施する際の課題について、あてはまるものをすべて選んで番号に○を

つけてください。 

 

1 新規事業を立ち上げる人材の確保 

2 資金の確保、調達 

3 販売先の開拓、確保 

4 製品開発力、企画力の不足 

5 必要な技術の確保 

6 専門能力をもつ人材の確保 

7 事業経営の知識、ノウハウの不足 

8 その他（               ） 
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問 10 事業継承への考え方について最も近いもの一つ選んで番号に○をつけてください。 

 

1 親族への事業継承を想定 

2 従業員(親族以外)への事業継承を想定 

3 外部人材への事業継承を想定 

4 事業継承を希望しているが詳細は未定 

5 事業継承はせず廃業等を想定 

6 事業継承については未定 

7 その他（               ） 

Ⅲ 知的財産 

問 11 
特許・実用新案・意匠・商標などの知的財産の取り組みに関して最も近いものを１つ選

んで番号に○をつけてください。 

 

1 必ず権利化を行っている 

2 費用面等の制約から、重要なものだけ権利化している 

3 費用・人材面の制約から十分権利化できていない 

4 取り組みの方法がわからない 

5 特に取り組みはおこなっていない 

6 知的財産はあまり重要ではない 

7 その他（                              ） 

 

問 12 
知的財産に関するトラブルの経験がある場合はあてはまるものすべて選んで番号に○

をつけてください。 

 

1 国内他社からの侵害通告 

2 国内他社による模倣 

3 海外他社からの侵害通告 

4 海外他社による模倣 

5 技術流出 

6 トラブル経験なし 

 

問 13 
ライセンス供与など知的財産の流通に関してあてはまるものすべて選んで番号に○を

つけてください。 

 

1 既に実績がある 

2 検討したが条件があわなかった 

3 関心があり今後取り組みを検討する 

4 関心はあるが相手が見つからない 

5 関心はあるが取り組みの方法がわからない 

6 関心はない 

Ⅵ 海外展開 

問 14 
海外進出や輸出など、海外展開の現状について、あてはまるものを１つ選んで番号に

○をつけてください。 

 

 (1)生産 (2)販売 (3)輸出 

1 海外に拠点をもっている 

 

1 1  

2 今後海外に拠点を設立することを検討したい 2 2  

3 海外に委託、提携する現地パートナーがいる 

 

3 3 3 

4 今後委託、提携する現地パートナーを見つけたい 

 

4 4 4 

5 今後、新たな販路として海外市場を開拓したい  5 5 
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問 15 
現在、生産拠点、販売拠点をもっている国･地域について、あてはまるものをすべて選

んで番号に○をつけてください。 

 

1 韓国 

2 台湾 

3 中国 

4 香港 

5 インド 

6 インドネシア 

7 シンガポール 

8 タイ 

9 ベトナム 

10 ミャンマー 

11 その他東南アジア 

12 その他アジア・中近東 

13 ヨーロッパ 

14 北米 

15 中南米 

16 アフリカ 

17 オセアニア 

 

問 16 
今後、生産拠点、販売拠点を設立したい国･地域について、あてはまるものをすべて選

んで番号に○をつけてください。 

 

1 韓国 

2 台湾 

3 中国 

4 香港 

5 インド 

6 インドネシア 

7 シンガポール 

8 タイ 

9 ベトナム 

10 ミャンマー 

11 その他東南アジア 

12 その他アジア・中近東 

13 ヨーロッパ 

14 北米 

15 中南米 

16 アフリカ 

17 オセアニア 

 

問 17 
海外展開にあたっての問題・課題について、あてはまるものをすべて選んで番号に○を

つけてください。 

 

1 現地での取引先・販路開拓 

2 政情や規制など現地情報の不足 

3 消費者の嗜好やニーズなど、現地市場に関す

る情報の不足 

4 為替リスク 

5 道路・鉄道などのインフラ整備の遅れ 

6 海外展開を担う社内人材の不足 

7 拠点設置等事業資金の不足 

8 現地での人件費の高騰 

9 その他（               ） 

10 特に問題・課題はない 

 

問 18 
以下に掲げる産業施策について、利用したい施策をすべて選んで番号に○をつけてく

ださい。 

 

1 創業支援 

2 ベンチャー支援 

3 新事業進出の支援 

4 技術開発の支援 

5 知的財産の活用支援 

6 産学官連携の支援 

7 新規設備導入の支援 

8 経営効率化、安定化の支援 

9 事業承継の支援 

10 販路開拓支援 

11 省エネ化・公害防止等環境対策の支援 

12 情報化、IT 化支援 

13 小規模事業者、下請け事業者の支援 

14 地場産業の振興 

15 6 次産業化、農商工連携支援 

16 魅力ある商店街形成の支援 

17 事業所、工場、研究所等新設の支援 

18 海外展開の支援 

19 各種規制の緩和 

20 専門家による相談 

21 その他（               ） 

 

 

  



214 

 

Ⅴ 人材育成、確保 

問 19 
職種別･年代別･雇用形態の人材の過不足状況について、項目ごとにあてはまるものを

１つ選んで番号に○をつけてください。 

 

 1 不足 2 適当 3 過剰 4 該当職なし 

職種 

（１）研究技術 1 2 3 4 

（２）営業販売 1 2 3 4 

（３）生産技能 1 2 3 4 

（４）サービス 1 2 3 4 

（５）事務管理 1 2 3 4 

年代 

（１）29歳以下 1 2 3  

（２）30歳代 1 2 3  

（３）40歳代 1 2 3  

（４）50歳以上 1 2 3  

雇用 

形態 

（１）正規従業員 1 2 3  

（２）非正規従業員 1 2 3 4 

 

問 20 
過去３年間の採用状況について、「新卒採用」と「中途採用」それぞれにつき、あてはま

るものを１つ選んで番号に○をつけてください。 

 

 (1)新卒採用 (2)中途採用 

1 定期的に採用している 1 1 

2 不定期に採用している 2 2 

3 採用していない（今後、採用予定がある） 3 3 

4 原則採用しない 4 4 

 

問 21 
従業員の人材育成・確保に関する問題・課題について、「正規従業員」と「非正規従業

員」それぞれにつき、あてはまるものをすべて選んで番号に○をつけてください。 

 

 (1)正規従業員 (2)非正規従業員 

1 技術革新や業務変更が頻繁なため、人材育成が無駄になる 

 

1 1 

2 人材育成・活用のための時間がない 

 

2 2 

3 人材育成や新規採用を行うための金銭的な余裕がない 

 

3 3 

4 募集をしても希望する人材が集まらない 

 

4 4 

5 採用・育成しても早期に辞めてしまい定着率が低い 

 

5 5 

6 指導する人材が不足している 

 

6 6 

7 技能の伝承が難しい 7 7 

8 どのような方法で人材育成をすればよいかわからない 

 

8 8 

9 その他（                                 ） 

 

9 9 

10 特に問題はない 

 

10 10 



215 

 

問 22 

従業員の自己啓発やキャリア形成に対して、どのような取り組みを行っていますか。「正

規従業員」と「非正規従業員」それぞれにつき、あてはまるものをすべて選んで番号に

○をつけてください。 
 

 (1)正規従業員 (2)非正規従業員 

1 受講料等の金銭的援助 1 1 

2 社内での自主的な講演会・セミナー・研修会等の実施に対する援助  2 2 

3 教育訓練休暇（有給、無給の両方を含む）の付与 3 3 

4 就業時間の配慮 4 4 

5 教育訓練機関・通信教育等のキャリア形成に関する情報提供 5 5 

6 キャリア・コンサルティング制度の活用 6 6 

7 職業生活設計を考慮した人事配置 7 7 

8 職業生活設計を考慮した教育訓練 8 8 

9 社内公募制による人事配置 9 9 

10 自己申告制を踏まえた人事配置 10 10 

11 その他（                                  ） 11 11 

12 特に何もしていない １2 １2 

 

問 23 
女性、高齢者（65 歳以上）、障害者、外国人の雇用状況と今後の意向について、あて

はまるものを 1つ選んで番号に○をつけてください。 

 

 (1) 

女性 

(2) 

高齢者 

(3) 

障害者 

(4) 

外国人 

1 雇用しており、今後は雇用拡大を予定している 1 1 1 1 

2 雇用しているが、当面は現状維持を予定している 2 2 2 2 

3 雇用しているが、今後は縮小する方向で検討している 3 3 3 3 

4 雇用していないが、今後雇用する方向で検討している 4 4 4 4 

5 雇用していないし、当面雇用する予定もない 5 5 5 5 

 

問 24 
ワーク・ライフ・バランス向上への取り組みと今後の意向について、あてはまるものをすべ

て選んで番号に○をつけてください。 

 

 (1)現状 (2)今後の意向 

1 短時間勤務制度の導入・充実 1 1 

2 育児・介護に伴う始業時間・終業時間の変更 2 2 

3 育児休暇制度・介護休暇制度（育児・介護休業制度を含む）の充実 3 3 

4 所定時間外、法定時間外労働の制限 4 4 

5 フレックスタイム制度の導入・充実 5 5 

6 在宅勤務制度によるテレワークの推進 6 6 

7 定期健診によるメンタルヘルス対策 7 7 

8 育児・介護退職者の再雇用制度の導入・充実 8 8 

9 その他（                                  ） 9 9 

10 特に取り組んでいない 10 10 
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問 25 
ワーク・ライフ・バランス向上への取り組みにあたっての課題について、あてはまるものを

すべて選んで番号に○をつけてください。 

 

1 人員が不足しているため代替要員を確保できない 

2 事業の繁閑の差が大きくスケジュール調整が難しい 

3 従業員が残業代などの割増手当の支給を望むため積極的な展開が難しい 

4 取り組みによって生じる費用を負担するだけの経営体力がない 

5 前例がないため取り組み方がわからない 

6 取り組む予定はない 

7 その他（                                  ） 

 

問 26 
以下に掲げる労働施策について、愛知県行政に期待するものをすべて選んで番号に

○をつけてください。 

 

1 労務改善、賃金等に関する労働相談の実施 

2 労働教育講座・各種セミナーの開催 

3 勤労者のための余暇施設の整備 

4 中小企業退職金共済制度 

5 勤労者向けの低利融資制度 

6 雇用に関する各種助成金の支給 

7 職業紹介の実施や就職面接会の開催 

8 公共職業訓練の実施 

9 各企業で実施する訓練・能力開発への助成 

10 若者の労働環境を改善するための支援措置の充実 

11 女性の労働環境を改善するための支援措置の充実 

12 高齢者の労働環境を改善するための支援措置の充実 

13 障害者の労働環境を改善するための支援措置の充実 

14 外国人の労働環境を改善するための支援措置の充実 

15 高度な知識・技能を有する外国人留学生の獲得や就労支援措置の充実 

16 ワーク・ライフ・バランスの推進 

17 従業員の定着に向けた支援 

18 各種労働関係法令の改正 

19 各種表彰・認定制度 

20 その他（具体的に：                              ） 

Ⅵ 大規模イベント・プロジェクト 

問 27 

２０２０年の東京オリンピック・パラリンピック開催、２０２７年のリニア中央新幹線（品川－

名古屋間）開業など、今後大規模なイベント・プロジェクトが予定されています。行政に

期待する取り組みについて、あてはまるものをすべて選んで番号に○をつけてください。 

1 観光宿泊など需要が見込まれる分野への進出支援 

2 関連製品・商品の企画開発に対する支援 

3 県内各所から名古屋駅までのアクセス性の向上 

4 イベント･プロジェクトを契機とした県内全域の活性化 

5 在来線やバス、自動車とリニア中央新幹線との乗継利便性の確保 

6 名古屋駅周辺の再開発等によるオフィス・小売の集積、都心居住の推進 

7 名古屋駅から中部国際空港、名古屋港へのアクセス強化による陸海空のアクセス性向上 

8 アクセス性向上を生かした企業用地開発・立地支援 

9 その他（                                  ） 
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Ⅳ 愛知県地域の魅力 

問 28 
愛知県を事業拠点としていることのメリットについて、あてはまるものを３つまで選んで番

号に○をつけてください。 

 

1 市場が開拓されていない 

2 競合企業が少ない 

3 市場規模が大きい 

4 取引先企業が多く立地している 

5 関連企業が集積している 

6 国内物流･移動に適している 

7 国際ビジネス･輸出入が行いやすい 

8 良い工業用水がある 

9 情報が収集しやすい 

10 地価･賃料が安い、事業用地が確保しやすい 

11 人件費が安い 

12 有能な人材が多い･確保しやすい 

13 外国人労働者が多い・確保しやすい 

14 従業員の生活環境がよい 

15 安定的に顧客を確保できている 

16 その他（具体的に：                              ） 

 

問 29 
その他、愛知県の産業労働行政に対するご意見、ご提案がございましたら記入くださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

お手数ですが返信用封筒にて１２月１９日（金）までにご返送ください。 
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□ 4.

□ 5.

□ 6.

□ 7.

□ 8.

□ 9.

□ 10.

□ 11.

Q6_12FA □ 12.

□ 13.

Q7 Q7

□ 1.

□ 2.

□ 3.

□ 4.

□ 5.

□ 6.

□ 7.

□ 8.

□ 9.

□ 10.

□ 11.

□ 12.

□ 13.

□ 14.

□ 15.

Q7_16FA □ 16.

□ 17.

福利厚生

能力開発・教育訓練（技術・技能の向上、知識・ノウハウの吸収）

勤務地

その他（具体的に：【　　　】）[                                                  ]

特にない

休日の日数

出勤時刻など勤務体制

能力評価や処遇のあり方

健康・安全面などの職場環境

職場の人間関係

会社の将来性・活気

仕事の内容

やりがい

仕事量

賃金

昇進

労働時間

家族等の反対

健康面での不安

その他（具体的に：【　　　】）[                                                  ]

特にない

あなたは、働くうえで、どんなことを重要視していますか。主なものを3つまで選んでください。※現在の状況がどうかに関わらず、重要視
することをお答えください。

仕入先が分からない

売上の見通しが立たない

適当な事業所・土地が見つからない

スタッフが確保できない

財務・税務・法務に関する知識に乏しい

事業失敗に対する不安が大きい

検討した経験も関心もない

起業しない（しなかった）理由は何ですか。当てはまるものを3つまで選んでください。

事業内容が思い浮かばない

自己資金が不足

資金調達ができない

あなたは起業経験がありますか。あるいは起業したいと思いますか。なお、起業とは、自ら会社を設立したものやフランチャイズチェーンへ
の参加が該当します。社内昇格や親族等からの経営権引継は該当しません。

現在も関心がある

現在は関心がない

現在関心がある・検討中である

以前検討したことはあるが、現在は関心がない

あなたは正社員になることを希望しますか。最もあてはまるものをお選びください。

（勤務時間・仕事内容・勤務地などが限定されなくても）希望する

勤務時間が限定されれば希望する

仕事内容や勤務地が限定されれば希望する

希望しない

その他（具体的に：【　　　】）[                                                  ]
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Q8 Q8

1 2 3 4 5

強

く

共

感

を

覚

え

る

多

少

共

感

を

覚

え

る

ど

ち

ら

と

も

言

え

な

い

あ

ま

り

共

感

を

覚

え

な

い

共

感

を

覚

え

な

い

Q8S1 1.
会社のなかで努力し、出世する

○ ○ ○ ○ ○

Q8S2 2.
専門性に秀でたスペシャリスト

になる
○ ○ ○ ○ ○

Q8S3 3. 出世は別として、会社の仕事に

生きがいを見いだす
○ ○ ○ ○ ○

Q8S4 4. 仕事のためなら、多少、家庭は

犠牲になってもやむを得ない
○ ○ ○ ○ ○

Q8S5 5.
仕事よりは、自分の趣味や家庭

生活を大切にする
○ ○ ○ ○ ○

Q8S6 6.

仕事よりは、ボランティア活動な

どの社会活動に生きがいを求

める

○ ○ ○ ○ ○

Q8S7 7.
多少不満があっても定年までひ

とつの会社で働く
○ ○ ○ ○ ○

Q8S8 8.
自分の能力や適性が発揮でき

るならば転職する
○ ○ ○ ○ ○

Q8S9 9. 独立して会社をつくる ○ ○ ○ ○ ○

Q8S10 10.
男性が育児休暇や介護休暇を

取得する
○ ○ ○ ○ ○

Q8S11 11.
女性が結婚・出産後も働き続け

る
○ ○ ○ ○ ○

Q8S12 12. 定年後も働く ○ ○ ○ ○ ○

Q8S13 13.
所得が減っても、勤務日数や労

働時間を短縮する
○ ○ ○ ○ ○

Q8S14 14. 働いた時間に関係なく、成果に

対して報酬を受け取る
○ ○ ○ ○ ○

Q8S15 15.
年齢に関係なく、実力に応じて

昇進・昇給する
○ ○ ○ ○ ○

Q8S16 16. 海外勤務のある仕事に就く ○ ○ ○ ○ ○

Q9 Q9

□ 1.

□ 2.

□ 3.

□ 4.

□ 5.

□ 6.

□ 7.

□ 8.

□ 9.

□ 10.

Q9_11FA □ 11.

□ 12.

Q10 Q10

□ 1.

□ 2.

□ 3.

□ 4.

□ 5.

□ 6.

□ 7.

Q10_8FA □ 8.

□ 9. 特に行っていない

語学力の向上

パソコン・ITスキルの向上

専門的知識・技術の習得

法務・マネジメント能力の向上

人的ネットワークの拡大

その他（具体的に：【　　　】）[                                                  ]

その他（具体的に：【　　　】）[                                                  ]

特にない

あなたが自己啓発のために行っていることを選んでください。当てはまるものを全て選んでください。

国家資格の取得

学位の取得

キャリア形成に関する情報提供

キャリア・コンサルティング制度の活用

職業生活設計を考慮した人事配置

職業生活設計を考慮した教育訓練

社内公募制による人事配置

自己申告制を踏まえた人事配置

次の項目1～16に示した働き方について、あなたの考えに近いものをそれぞれ1つずつ選んでください。

あなたが職業能力を高め、自己啓発を行っていくうえで、最も会社にしてもらいたい支援策は何ですか。当てはまるものを3つまで選んでください。

受講料等の金銭的援助

社内での自主的な講演会・セミナー・研修会等の実施に対する援助

教育訓練休暇（有給、無給の両方を含む）の付与

就業時間の配慮
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Q11 Q11

□ 1.

□ 2.

□ 3.

□ 4.

□ 5.

□ 6.

Q11_7FA □ 7.

Q12 Q12

○ 1.

○ 2.

○ 3.

○ 4.

○ 5.

Q13 Q13

□ 1.

□ 2.

□ 3.

□ 4.

□ 5.

□ 6.

□ 7.

□ 8.

□ 9.

□ 10.

□ 11.

□ 12.

□ 13.

Q13_14FA □ 14.

Q14 Q14

□ 1.

□ 2.

□ 3.

□ 4.

□ 5.

□ 6.

□ 7.

□ 8.

□ 9.

Q14_10FA □ 10.

□ 11.

今の生活水準が維持できるかどうか

相談相手の確保

その他（具体的に：【　　　】）[                                                  ]

特に不安に思う（思った）ことはない

専門的知識・技術や、語学力が不足している

経験のない業種に就職して対応できるか

自分の年齢

求人情報の収集や応募書類の作成

転職活動の知識や時間

今の職場での人間関係が壊れる

転職前の職場の労働時間に不満があった

転職前の職場の雰囲気が合わなかった

その他（具体的に：【　　　】）[                                                  ]

あなたが転職を検討するにあたって、不安に思う（思った）ことは何ですか。当てはまるものを3つまで選んでください。

資格を持っていない

早期退職の募集があった

定年を迎えたため

転職前の職場の人間関係が悪かった

転職前の仕事内容に不満があった

転職前の職場の給与水準に不満があった

転職前の職場の処遇（人事評価など）に不満があった

あなたが転職した理由について、当てはまるものを3つまで選んでください。※複数回、転職をしている方は全ての転職についてお考えください。

キャリアアップのため

新しい仕事に魅力を感じたため

家庭の事情

健康問題

リストラ対象となった

転職経験が1回ある

転職経験が2回ある

転職経験が3回以上ある

転職の経験はないが、転職活動の経験や転職への希望がある

転職（活動）の経験も希望もない

海外勤務に備えて

転職・独立のため

退職後に備えて

その他（具体的に：【　　　】）[                                                  ]

あなたは転職経験がありますか。ない方は、転職活動の経験や転職への希望があるかどうかお答えください。なお、転職とは、正社員（被雇用者）で

あった会社を退職して、その後、正社員（被雇用者）になった時点で1回とします。

あなたが自己啓発を行っている理由について、当てはまるものを2つまで選んでください。

現在の仕事に必要な知識・能力を身につけるため

昇進・昇格に備えて

配置転換・出向に備えて
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Q15 Q15

1 2 3 4 5 6 7 8 9

2

0

0

万

円

未

満

2

0

0

万

円

以

上

、
4

0

0

万

円

未

満

4

0

0

万

円

以

上

、
6

0

0

万

円

未

満

6

0

0

万

円

以

上

、
8

0

0

万

円

未

満

8

0

0

万

円

以

上

、
1

，

0

0

0

万

円

未

満

1

，

0

0

0

万

円

以

上

、
1

，

2

0

0

万

円

未

満

1

，

2

0

0

万

円

以

上

、
1

，

5

0

0

万

円

未

満

1

，

5

0

0

万

円

以

上

、
2

，

0

0

0

万

円

未

満

2

，

0

0

0

万

円

以

上

Q15S1 1. 現在の世帯年収（税込） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Q15S2 2. 理想の世帯年収（税込） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Q16 Q16

○ 1.

○ 2.

○ 3.

○ 4.

○ 5.

○ 6.

○ 7.

Q16_8FA ○ 8.

○ 9.

○ 10.

Q17 Q17

○ 1.

○ 2.

○ 3.

○ 4.

○ 5.

Q17_6FA ○ 6.

○ 7.

Q18 Q18

○ 1.

○ 2.

○ 3.

○ 4.

○ 5.

どちらかと言えば難しい

難しい

わからない

その他（具体的に：【　　　】）[                                                  ]

わからない

あなたの会社では、働きながら育児・介護をしやすいと思いますか。最も当てはまるものを選んでください。

しやすい

どちらかと言えばしやすい

あなたは出産後、どのように働くことを希望しますか。（男性の場合は、あなたの配偶者がどのように働くことを希望しますか）※現在の状況に関わら

ず、出産すると仮定してお答えください。

正社員としてフルタイムで働く

短時間労働の正社員として働く

派遣社員

パートタイム

働かない（専業主婦）

自身の経験を社会に還元する仕事がしたい（社会活動、企業支援等）

趣味や経験を生かして事業等を起こしたい（蕎麦屋、農業、趣味の教室等）

その他（具体的に：【　　　】）[                                                  ]

働きたくない

わからない

あなたは、高齢者になってから、どのような働き方をしたいと思いますか。最も当てはまるものを1つ選んでください。

今の会社に勤め続けたい

正社員（あるいは事業主）として、それまでの経験を生かした仕事がしたい

正社員（あるいは事業主）として、それまでと全く異なった仕事がしたい

非正社員（嘱託、パート等）として働きたい

シルバー人材センターに登録したい

あなたの世帯年収（税込）をお答えください。また、理想の世帯年収としては、どの程度であるといいと思いますか。最もあてはまるものをそれぞれお

答えください。※この設問は縦方向にお答えください。
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Q19 Q19

□ 1.

□ 2.

□ 3.

□ 4.

□ 5.

Q19_6FA □ 6.

□ 7.

Q20 Q20

□ 1.

□ 2.

□ 3.

□ 4.

□ 5.

□ 6.

□ 7.

□ 8.

□ 9.

□ 10.

□ 11.

Q20_12FA □ 12.

□ 13.

暮らしやすい（物価が安い、東京に比べてゆとりがある、便利等）

その他（具体的に：【　　　】）[                                                  ]

特にない

求人が多い

通勤しやすい・職場と自宅が近接している

自動車通勤できる

人脈づくりが行いやすい

外部の人を温かく迎え入れる寛容さがある

仕事と家庭を両立しやすい

あなたは、愛知県内で働くことのメリットは、何であると思いますか。主なものを3つまで選んでください。

給料が高い

有名な企業や質の高い企業が多い

企業の業績がよい、安定した企業が多い

職業の選択肢が多い

仕事が予定どおり進まなくなる

職場での評価が下がる

休暇を取りにくい雰囲気がある

休暇を消費しすぎると、何かあった時に休めなくなる

その他（具体的に：【　　　】）[                                                  ]

懸念されることは特にない

あなたの会社において、育児・介護休暇（育児・介護休業制度も含む）を取得する場合に懸念されることがありますか。当てはまるものをすべて選ん
でください。

職場の同僚に迷惑がかかる


